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令和３年度第３回伊勢市社会教育委員兼公民館運営審議会委員会議 会議録 

 

１ 日 時  令和 4年 3月 24 日（木）15時 30 分～17時 15 分 

２ 場 所  小俣総合支所 3階大研修室 

３ 出席者  委員 

   寺田 厚 （伊勢地区医師会） 

   北河 新松（伊勢文化サークル協会） 

   岡村 昭 （伊勢市小中学校長会） 

   竜田 和代（伊勢市女性団体連絡協議会） 

   御村 聡美（伊勢市ＰＴＡ連合会） 

   辻井 幹人（連合三重伊勢志摩地域協議会） 

   山本 麻里（伊勢市文化協会） 

   田中 信光（伊勢市青少年育成市民会議） 

   安田 悦子（学識経験者） 

 

       事務局 

        鈴木 光代  （伊勢市教育委員会事務局事務部長） 

        山口 真司  （社会教育課長） 

        増田 研一郎 （文化政策課長） 

        沖塚 孝久  （スポーツ課長） 

        阿部 暖   （社会教育課課長補佐兼係長） 

        山本 実咲  （社会教育課主事） 

 

４ 概 要 

（１）あいさつ（伊勢市教育委員会事務局事務部長 鈴木 光代） 

（２）報告事項 

    令和 3年度社会教育員参加研修内容について 

報告 

  コロナ禍の影響もあり、該当なし。 

 

  第 3次伊勢市総合計画中期基本計画及び第 3期伊勢市教育振興基本計画について 

質疑応答 

委員 カタカナが多かったり項目が多かったりし、わかりづらい。 

委員 リテラシーとはどのような意味か。 

スポーツ課長 情報を使いこなせる力という意味。 

委員 この計画に市長の抱負は含まれているのか。 

社会教育課長 総合計画は市の最上位計画であり、これに基づいて市の方向性を決める。 

事務部長 教育振興基本計画は教育大綱の実現に向けた施策の方向性を示すもので、 

教育大綱は市長もともに作成した。 

委員 いじめについては、どこに記載されているのか。 
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事務部長 本日は、社会教育分野のページのみを抜粋しているが、学校教育分野の  

ページに「いじめや暴力のない学校づくり」という項目がある。 

委員 大綱はもらえないのか。 

社会教育課長 教育振興基本計画 P.7～9 に大綱の記載がある。 

委員 以前、安心が先か安全が先かという話があった。どのようになっているか。 

社会教育課長 教育振興基本計画の基本施策は「安全で安心な教育環境づくり」である。 

委員 こういうものを作るときにはそういった部分も気を付けてもらわないと 

いけない。 

委員 スポーツについて、今はこれまでになく年齢が高い人が多くなり、80 歳で

も元気に生きていかないといけない。そのような人たちが簡単に利用できる

施設づくりを考えていかないといけない時代。総合計画で方針はでているが、

その辺りを掘り下げてほしい。 

主人がよく朝熊山を登っていたが、けがをして以降、比較的平坦な三郷山

を登るようになった。自分に合った運動が大切なので、行政はそういった人

たちの体力向上・維持についても考えていただきたい。今後の事業で盛り  

込んでいってほしい。 

スポーツ課長 総合計画中期基本計画 P.13 このページは要約されているが、「ライフステ

ージに合わせてスポーツを楽しめるまち」を目標にしている。子どもから  

高齢者まで障害の有無に関わらず誰もがスポーツを楽しめるまちづくりを 

コンセプトにしており、委員がおっしゃった内容を一番に考えている。 

委員はこの表記だけではわかりづらいということで発言されたと思うが、

教育振興基本計画 P.55 ではもう少し詳しく触れており、先ほどの目標の  

「スポーツを楽しむ」とは何をもって計っていくかというと、P.56 にある 

「スポーツの実施率」になる。これは市民アンケートで調査するが、アンケ

ート対象者は 16歳から各年代の方になり、その皆さんの 50％を目標にしてい

るので、特定の年代でなく、あらゆる年代の方を想定している。 

また、本日お示ししていないが、「第３期伊勢市スポーツ推進計画」を策定

中で、そこにはより具体的な内容が記載されている。冊子ができたら皆様に

もお渡しする。 

委員 総合計画には、人口減少や少子化、超高齢社会が重要課題としてあがって

いるが、非常に大切なこと。前回、私から問題提起として「未来の日本の人

口予測」という資料をお配りした。あれをより正確な数字に見直すと、やは

りこの 20 年間は特殊出生率が 1.3～1.4 の間で横ばい。これがこの先数十年

と続くと、40 年先に日本の人口は現在の 2/3 になり、60 年先には 1/2 になる。

人口はそれでも良いかもしれないが、若者が少なく高齢者が多い人口構成で

あることが問題。少子高齢化が進み晩婚化・晩産化が進むと思われるので、
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抜本的な改革が必要。 

不妊治療の保険適用という話をご存じか。今年 4 月から体外受精での不妊

治療が 43 歳まで適用される。これに関し、去年 11 月に日本生殖医療学会で

議論されたが、その対策では少子化にはあまり効果はないとの見解だった。

40 歳を過ぎてからの不妊治療は簡単でないので、もう少しちがう角度からの

対策を考えないといけないと感じている。この問題についての資料を作った

ので、委員皆さんが集まれるようになったら「その他」の項目で 15 分程時間

が欲しい。 

委員 高齢者が運動することで、医療費が下がっていく。 

スポーツ課 伊勢市で健康ポイントという取り組みを行っているが、その結果、参加者

は、1日あたりの歩数が 2,604 歩増加した。そして、医療費については、歩数

1 歩あたり 11 円の削減になることが国の統計で出されている。これらによっ

て、伊勢市では、参加された方の医療費が 11 円×2,604 歩＝28,644 円安くな

ったと考えられる。 

この取り組みは現在の 4 期生まで続いているが、今期で終了し、今後は  

これをきっかけにご自身で継続してもらうかたちとなっている。今度の課題

としては、医療費の面や健康年齢の延伸に繋がる施策の実施であると考えて

いる。 

委員 スポーツ課だけでなく、健康課とも連携して推進しないといけない。 

委員 普段運動をする人はいい。問題は、運動はできるがまったくしない人を  

どのように汲み上げるかではないか。 

スポーツ課長 ウォーキングには多数の参加があるが、毎回同じ方となり、すでに運動を

楽しんでいただいている人が中心となる。今ご指摘のあったスポーツに関心

のない人については、文化政策課と連携しスポーツにカルチャーを取り入れ

た「スポカルウォーク」を 3 年前から開催している。すると文化政策課の   

解説者が非常に好評で、普段スポーツに興味がない人にも参加いただけてい

るようになった。 

委員 それは素晴らしい取り組みである。 

文化政策課長 残念ながらコロナ禍で中止となることも多かったが、来年度も引き続き 

計画している。 

委員 あまり今まで運動していない人が急に無理をするのはよくない。 

委員 委員長の言われるように、自分にあった量で、徐々に増やしていくことが

大切。 

委員 文化的なことは力がある。私たち女性団体は長野県飯田市の婦人会と毎年

交流会をしていたが、この 2 年間はコロナで中止となった。ただ、次に開催

できるときにより伊勢市のことを紹介できるよう学習会を開催し、伊藤小坡
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美術館や古市参宮街道資料館や金剛證寺、昌久寺などを見学した。住職さん

の話を聞きながらだと、年齢的に高い人でも楽しく歩き学ぶことができた。

スポカルも皆で参加したい。 

委員 田中委員はご意見いかがか。先日、二見の老人福祉センターに行ったが、 

「老人」という言葉は最近使わないので「高齢者」が良いと感じた。 

委員 二見では老福センターと呼ばれている。まちづくりの会議でも提案してみ

る。今日の会議について報告事項となっているが、この計画はパブリック  

コメントが済み、決定したものなので、この場での意見は反映されるのか。 

社会教育委員 パブリックコメントという、市民の皆さんに意見をいただく機会は設けて

いる。計画は修正されないが、本日いただいたご意見は、今後の事業実施の

中で取り入れさせていただく。 

委員 計画自体は抽象的な内容なので、具体的なことは実際の取り組みの中で 

取り入れていただければ。 

委員 健康ポイントの話で、私も参加したが、非常に良い取り組みだったので  

終了といわず継続してほしい。 

スポーツ課長 健康ポイントは福祉分野なので、私の知りおいている範囲でお話ししてい

ることをご容赦いただきたい。この事業はきっかけづくりである。全国的な

取組みで補助金もあり実施したが、一定の効果が出たので、今後はそれぞれ

自分のスタイルにあった方法で続けていただけたらというところ。 

委員 歩数計が使えなくなることが困る。 

スポーツ課長 1～3 期目は万歩計を配付したが、4 期目はご自身のスマホなどでお願い  

していた。万歩計は公共施設設置の機械で歩数等を管理していたが、それが

できなくなったというご意見かと思う。福祉分野がそれについてお願いして

いるのは、歩数計も手頃な価格になっているので、それを利用したりし、  

ご自身のペースで継続してほしいということ。 

委員 せっかくの万歩計なので、有効活用したい。管理の機械は業者のサポート

が終わることもあるのかもしれないが。 

委員 SDGs の観点からは引き続き使える方が良い。田中委員の言うとおり、良い

政策をしていたなら打ち切らず、継続してほしい。 

スポーツ課長 2 期生までの統計だが、健康ポイントに参加して増えた歩数を 18か月後も 

維持しているという結果が出ている。これは参加者の皆さんにウォーキング

の習慣や運動意識が根付いたということで、良い結果が出たと考えている。 

委員 対象年齢は？ 

スポーツ課長 1 期生は 40 歳以上だったが、3期生は 30 歳以上となり、新たな層まで取り

込めた。 

委員 伊勢市の重要文化財について、あるお寺が雨漏りをするということだった
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竹内浩三生誕 100 周年記念事業について 

委員 このイベントは自由に参加できるのか。 

社会教育課 無料でどなたでも参加いただけます。 

 

（３）その他 

委員 賓日館の耐震工事はどうなったのか。以前見学したので、現状が知りたい

し、改めて見学したい。 

文化政策課長 これまで小修繕を繰り返し、今年度も雨漏り対策をした。工事のための  

足場が組まれるとご覧いただきにくいが、現在は大丈夫。 

今後は耐震補強を進めるにあたり、非常におおがかりな整備になる。令和

4 年度はその補助事業の手続きをし、令和 5 年度以降に工事に着手していく

予定。 

委員 現在は入館させていないのか。 

文化政策課長 現在は入館可能だが、本格的な工事が始まると入館制限が必要になる。 

社会教育課 去年は耐震補強の計画の説明をさせていただいた。 

委員 会議の開催方法についてだが、発言のタイミングを会場参加者とリモート

参加者で分けているが、みなさんの意見に関連した質問があるので、リモー

ト参加者が会場参加者の討論に入れるようにしてほしい。 

事務局 今後、そのように改善します。 

委員 寺田委員長が前回説明いただいた未来の日本の人口がとても興味深いので、

次の機会を楽しみにしている。 

 

が、市に相談しても長い間対応されなかったので、自費で直したとのこと。

至急のものとそうでないものの対応に配慮してほしい。 

また、先日新聞で見た男性トイレにサニタリーボックスが必要という件に

ついて、すぐに市役所に置いてもらった。市役所で試してみるとのことだっ

たが、いせトピアなど人が多く集まるところに置いてほしい。 

観文の多目的トイレについて、館内の場所がとてもわかりづらく、トイレ

の前に車椅子が置いてあったり、案内表記がとても小さかったりする。大き

な表記にしてほしい。トイレの場所も広報に載せてほしい。 

委員 今、家庭のトイレはみんな洋式。高齢者に和式はつらいし子どもたちは  

使わない。改善センターのトイレを洋式化してほしい。 

社会教育課長 来年度、1か所を洋式化する。 

委員 1 か所では取り合いになるので少ない。 

委員 いせトピアは少しずつ洋式化した。 

委員 全部を洋式化しなくて良い。残しておかないといけないこともある。 

事務部長 洋式化は、公共施設全体で順番に進めていく。 


